
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加者：83人 場所：ミライエ１階多目的室  講師：服部雄一郎さん（文筆家・翻訳家） 

ごみ問題に対して現場で携わってきた服部さんのお話は、どれも参考になることばかりで、 

私たちが日々捨てているゴミをどう少なくしていくかが、これからの課題だと思いました。 

（参加者の感想） 

「楽しいことから取り組んでいこうとのお言葉に、心が軽く 

なりました。できることから地球にも自分にも良い暮らし 

をしていきたいと思います」「サステイナブルやミニマリスト 

に興味があって参加しましたが、男女の考え方の違いや 

人生を楽しむためにやれることなど、色々なこととつながっ 

ていたお話で、とても楽しかったです」「本以上にリアルな 

考え方のすばらしさを知ることができて良かったです！」 

」 
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◆12月 14日（木） 10：00～11：30 

場 所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料    

託 児：あり、無料（1週間前までに要予約） 

 

◆12月 3日（日) 13：30～15：00 

場 所：参画センター学習研修室 3  

参加費：無料     

託 児：あり、無料（1週間前までに要予約） 
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令和 5年度 

命を守る防災力アップ講座 
（3回シリーズ） 

  地震の規模を表すマグニチュードが８〜９クラ

スの地震が 30年以内に発生する確率は約 70～

80%と言われています。また南海トラフ地震は西日

本の全域に及ぶ広い範囲での地震が予想され、被害

は東日本大震災を大きく超えると見込まれていま

す。「南海トラフ大地震」から身を守るために必要

なことを学んでおきましょう。 

 

◆講師：岩崎 正朔さん 
      （かがわ自主ぼう連絡協議会・会長） 

◆場所 男女共同参画センター学習研修室 

◆定員 70人  ◆参加費：無料 

◆託児 あり（生後６ヶ月から就学前  

各講座 1週間前までに要予約） 

◆問合わせ・申し込み先 男女共同参画センター

087-833-2282 

 

 

 

＜こども・若者の性被害防止に関する取組み＞ 

子どもや若者に対する性犯罪・性暴力は、心身に長期に

わたり有害な影響を及ぼす極めて悪質な行為です。今年 7

月に取りまとめた「こども・若者の性被害防止のための緊急

対策パッケージ」に基づき実施した取り組みについて。 

■緊急啓発機関（8月～9月）の取組 

 ８月～９月の緊急啓発期間には、加害の抑止及び相談窓

口や第三者の適切な対応の周知等のため、政府を挙げて

集中的に広報・啓発を実施しました。内閣府では、SNSでの

広報の実施に加え、性被害やデート DVの相談先を紹介し

た若者向けの啓発カードを作成し、自治体等に提供しまし

た。また、こどもの被害の特徴や被害を受けたときにこども

が見せるサイン、被害を受けたこどもへの適切な対応方法

等を広く知って頂くため、下記の２つの取組をしています。 

①内閣府とこども家庭庁の共同で、保護者やこどもとかか

わりのある大人に向けた啓発パンフレット「こどもたちのた

めにできること～性被害を受けたこどもの理解と支援～」を

作成し、自治体等に周知を依頼 

➁こどもの性被害に関する 

啓発動画の作成・発信 

広報啓発にぜひお役立て 

ください。（右図） 

 

 

◆12月 16日（土） 13：30～15：00 

場 所：参画センター相談室 

参加費：無料     

 

 
 

 「布の端切れを使って、 

かわいいリースをつくろう！」 

◆1月 18日（木） 13：30～15：00 

場 所：参画センター 学習研修室 1・2    

参加費：500円   

定 員：8人程度     

 

 

 

第 1回「もし、深夜に大地震が来たら 
命を守る対策を考えておこう！」 

 

❖1月 22日（月） 
13：30～15：00 

 
 

第２回「在宅避難か、体育館・公民館等
か？」 

    

❖2月 19日（月） 
13：30～15：00 

 

 

第 3回「各地域では、どんな防災活動が 
行われているか」 

 

   ❖3月 11日（月） 
13：30～15：00 
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参加者：19人 場所：学習研修室 1・2 

企画：ℐ女性会議高松支部 

（参加者の感想）「お話を聞いて当時 8 

歳の生活を思い浮かべて、戦争の恐ろ 

しさを感じました。絶対してはいけない」 

 

 

参加者：10人 場所：学習研修室 1・2 

企画：まいまい塾ネットワーキング 

（参加者の感想）「参加者全員が 

体験したり笑ったりして楽しみました」 

 

 

■男の子と保護者のための性暴力被害ホットラインを開設 

 性被害は性別にかかわらず受けうるものであることをふま

え、緊急対策パッケージでは男の子が被害に遭った場合の

臨時の相談窓口の整備が盛り込まれました。これを受け

て、内閣府では「男の子と保護者のための性暴力被害ホッ

トライン」を開設しました（開設期間は 12月 23日まで）。こ

のホットラインでは、専門的な知見を有する相談員が電話で

お話を伺い、心理的サポートを行うとともに、相談内容に応

じて、お住まいの地域の専門機関を紹介するなどの支援を

行います。匿名で相談できますので、安心して相談してくだ

さい。        

  

 

 

◆利用できる人：男の子とその保護者など 

※18歳以上の男性の性暴力被害者の方は「男性のための

性暴力被害者ホットライン」（0120－213－533）の利用を。 

◆相談できる日・時間： 

毎週金曜日･土曜日 夕方４：00～夜 9：00 

 

資料：内閣府「共同参画 11月号」 

 

参加者：15人 場所：学習研修室 3 

企画：プラウド香川 

（参加者の感想）「実際に子育てしている 

同性カップルの話が聞けて良かった。 

身近にいないと思われがちだけど、私た 

ちの友人にもいるので、共感しました」等。 

 

 

参加者：7人 場所：学習研修室 3 

企画：男女共同参画センター 

（参加者の感想）「生き様に興味を持った」 

「人物像が全く違って、逞しい人だった」等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「具体的な話がたくさんあり、自分の生活に役立ててみよ

うと思った。ごみ問題は、男女のジェンダー問題にも通じ

る視点が興味深かった。自分 

の信じる生活をまい進する姿が 

すばらしい。頭で考えてばかりで 

はなくて、まず自分で行動をおこ 

すことが重要だと思った」「役立 

つことばかりで勉強になった」等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細はこちら➡ 

 

テーマ 「仕事と家庭の両立」 

◆1月 22日（月） 10：30～12：00 

講 師：森井 久美子（キャリアコンサルタント・ 

参画センター相談員 ） 

場 所：参画センター学習研修室 2    

参加費：無料   

託 児：あり、無料（1週間前までに 

要予約） 

    ＊生後 6 ヶ月から就学前の子ども 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

（実物ではありません⤴） 

 


